









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ここでは食事も睡眠も同じ部屋で済ませ、廊下にある台所は他の家族と共用、トイレも兼用だった。次々 いろいろ ものを奪われても、楊絳はこの場所 『ドン
・
キホーテ』の翻訳をつづけた。楊絳は職場の事務
室を板で仕切った棲み処を「南の窓側、ベッド 横の壁に貼り付けるように小さな机をおいてあるが、これがわたしの書き物机 ある。わ しは丁度翻訳に取り組んでいる最中 机には原稿用紙 束と本一冊を置けばもう一杯だったので、たくさんある大型の辞典はみなベッドの上に広
げてあった。わたしにはこの部屋以外に身を置く場所などなかっ
た」
（前掲『別れの儀式』
）と回想している。
　
楊
絳
は、
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の
訳
稿
を
暇
を
盗
ん
で
一
滴
ず
つ
ぽ
つ
り
ぽ
つ
りと貯めた「へそくり」で書き綴 という。
（楊絳（著）
、中島みどり
（訳）
『お茶を
ど
う
ぞ』
）　
だ
が、
一九六七年、
文革派は
と
う
と
う楊絳の
「へ
そくり」で何とか奮闘していた『ドン
・
キホーテ』を生け捕りにしてし
ま
っ
た。
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
は「
黒
い
原
稿
」
と
み
な
さ
れ
て
文
革
派
の
手
に
渡ってしまったのだ。楊絳はこの時ま に『ドン
・
キホーテ』の原書第
一
部
と
第
二
部
全
八
冊
の
う
ち、
第
六
冊
の
途
中
ま
で
訳
し
終
え
て
い
た
と
い
う。
彼女は
『ド
ン
・
キ
ホーテ』
の原稿一式を文革派に引き渡し
た。
『ド
ン
・
キ
ホーテ』を密かに匿っているよりも、素直に提出した方が安全だと考えたからだ。だが楊絳はその直後から、訳稿を手放してしまったことを悔やみ始めた。そのため彼女は『ドン
・
キホーテ』を救出
するために、密
かに自分の訳稿の行方を捜し始めた。しかし『ドン
・
キホーテ』はあち
こちから集められた夥しい数の「黒い原稿」の中に紛れ込んでなかなか姿を現さなかったが、楊絳は粘り強く行方を追った。接収され囚われの身となっていた『ドン
・
キホーテ』が解放されたのは翌年のことだった
という。
（前掲『お茶をどうぞ』
）楊絳は当時を回想し、
「『ドン
・
キホー
テ』
の訳稿が無事だった
の
は、
「黒い原稿」
と
し
て
「捕虜」
に
なって
い
た
た
め
だ」
と述べ
て
い
る。
（楊絳
（著）
、
中島み
ど
り
（訳）
『風呂』
あ
と
が
き
より）　
文
革
の
嵐
が
通
り
過
ぎ
る
に
は
一
九
七
六
年
の
秋
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
かった。その間も楊絳は『ドン
・
キホーテ』を支えつづけた。一九七六
年十一月『ドン
・
キホーテ』の翻訳が完成した。その後訳文全文を見直
し、人民文学出版社から『堂吉訶徳』初版が上下二冊で出版されたのは一九七八年である。この翻訳によって、楊絳はスペイン国王より勲章を受け
た。楊絳の『堂吉訶徳』は最も信頼できる中国語の訳本として評価
され、初版の出版から現在まで発行部数は七十万冊以上に達している。幽黙の騎士　
楊絳はユーモアを湛えた作家だと言われる。一九四〇年代、日本の占
領下で厳し
い生活を強い
ら
れ
な
が
ら、
『弄真成假』
（ま
こ
と
か
ら出た
う
そ）
など、題名を見ただけで喜劇と分かる作品を創作した人である。一九八〇年代以降、次々に発表した小説や随筆の端々からは、楊絳が反右派闘争
や
文
革
の
混
乱
を
静
か
に
見
つ
め、
自
分
に
向
け
ら
れ
た
理
不
尽
な
仕
打
ち
を、
涙が出るほど可笑しな事件に変えてしまうからだ。　「ユーモ
ア」
と
い
う言葉は明る
い陽射し
を連想さ
せ
る。
楊絳は前向き
で
生命力に溢れた人だ。そのため彼女 作品からユーモアを感じ 読者も多いのだろう。　
ユーモ
ア
は中国語で
は
「幽黙」
と翻訳す
る。
英語の
hum
or
を音訳し
た
63
の
で
あ
り、
hum
or
を中国式に解釈し、
そ
の意味を表す漢字を当て
た訳語
で
あ
る。
楊
絳
に
は「
幽
黙
」
が
似
合
う。
一
歩
引
い
た
と
こ
ろ
に
隠
れ
て
い
る、
か
す
か
な気配、
誰も知ら
な
い
こ
と
に気付き、
静か
に感じ入る。
「お
や、
そ
ん
な
こ
と
も有る
の
か」
と、
物事の別の一面を見つ
け
て楽し
む人を、
「幽黙
が分かる」と言うのだろう。　『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
は
ユ
ー
モ
ア
小
説
だ
と
称
さ
れ
る。
主
人
公
は
世
の
中
の
不正を糾すために何者も恐れず、敵に叩かれ散々な目に遭っても挫けない。この作品には、登場人物がもうとっくに死んでしまっていておかしくないほど重傷を負う一幕も、ふざけたバカ話に変えて笑い飛ばし しまう箇所が随所にちりばめられているからだろうか。　
ある作品が、どこか他の国で別の言葉に翻訳されるには、それぞれ事
情が有る。
一九五七年の中国で、
『ド
ン
・
キ
ホーテ』
は英語か
フ
ラ
ン
ス語
からの重訳でいいから楊絳 翻訳をと命じられたことに、本当はどん事情が有った
のか門外漢のわたしには分からない。ただこの命令が下っ
た結果、楊絳は本物の『ドン
・
キホーテ』を捕まえるために五十歳を前
にしてスペイン語を勉強する決意を固め、反右派闘争と文化大革命の時代に
は
『ド
ン
・
キ
ホーテ』
の陰に隠れ
つ
つ
『ド
ン
・
キ
ホーテ』
を養った。
楊
絳
は『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
が「
幽
黙
の
騎
士
」
だ
と
見
抜
い
て
い
た
し、
『
ド
ン
・
キホーテ』の翻訳を手放せば楊絳は知識人への迫害がつづく中で自
分の行き場が無くなることを知っていたからだった。　
物書き
と
し
て
の楊絳は、
『堂吉訶徳』
の完成後、
翻訳よ
り
も自著の執筆
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
た。
一
九
八
一
年
に
出
版
さ
れ
た
散
文
集『
干
校
六
记
』
（邦題
『幹校六記』
中島み
ど
り訳）
、
一九八一年短編小説集
『倒影集』
（倒
影集）
、
一九八七年
『将饮茶』
（邦題
『お茶を
ど
う
ぞ』
中島み
ど
り訳）
、
一
九八八年に長編小説『洗澡』
（邦題『風呂』中島みどり訳）
、二〇〇三年
に
発
表
さ
れ
た
自
伝
的
随
筆
集『
我
们仨
』（
邦
題『
別
れ
の
儀
式
　
楊
絳
と
銭
鍾
書』桜庭ゆみ子訳）を次々に書いた。いずれも翻訳で なく楊絳自身の手になる創作である。これら 作品は概ね楊絳と家族の物語が下敷きにな
っ
て
い
る。
『
堂
吉
訶
徳
』
が
中
国
の
読
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
を
確
か
め
た
時、楊絳は二十年余りの間、引き出しの中にしまっ いた自分の想いを書くための筆を執ったのだ。　
中華人民共和国は、建国以来如何なる道をたどって来たのか、知識人
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
一
部
始
終
を
振
り
返
り、
実
録、
回
想
録、
小
説、
そして演劇や映画という形で作品にした 楊絳の書いた散文や小説もそ
の中に含まれるが、その語り口は異彩を放っている。　『ド
ン
・
キ
ホーテ』
の世界で
は、
楊絳以降次々と中国語の新訳が刊行さ
れている。楊絳は正式にスペイン語を学んだことがな 。三年間足らず独学で
ス
ペ
イ
ン語を学ん
で
こ
の大著の翻訳に手を付け
た。
そ
の
た
め後に、
楊絳の訳には間違いが多いという指摘が聞こえてきたのも事実だ こうし
て『ドン
・
キホーテ』の中国語訳は、スペイン文学の専門家たちが挑
むところとなっ った。その中では一九九五年に出され 董燕生の翻訳、二〇〇一年出版の孫家孟の翻訳が高い評価を得ているが、現在までに中国語に翻訳された『ドン
・
キホーテ』は合計で二十種類に達すると
言う。　『ドン
・
キホーテ』は世界中で数々の言語に翻訳され、
『聖書』の次に
読者数が多い書物だと言われると聞く。原作に力 無ければ翻訳版は生ま
れ
な
い。
中国で
も日本で
も、
『ド
ン
・
キ
ホーテ』
の翻訳の試み
は
こ
れ
か
らも続くにち いない。 
（にしかわ
　
まこ）
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